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ABSTRAK 

 

Silvia Meilani, 2025. Efektivitas Metode Card Sort dalam Meningkatkan 

Keterampilan Membaca Siswa Kelas XII SMAN 15 Kota Bekasi. Skripsi. Prodi 

Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

 

Keterampilan membaca pemahaman literal bahasa Jepang, yang mencakup 

penguasaan membaca huruf bahasa Jepang, kosakata, dan pola kalimat pada siswa 

kelas XII SMAN 15 Kota Bekasi, masih tergolong rendah sehingga diperlukan 

metode pembelajaran yang inovatif dan kolaboratif. Penelitian ini bertujuan untuk 

mengetahui efektivitas metode Card Sort dalam meningkatkan keterampilan 

membaca literal siswa serta mengetahui tanggapan siswa terhadap penerapannya. 

Penelitian ini menggunakan jenis pre-eksperimen dengan one-group pretest-

posttest design. Sampel penelitian adalah 35 siswa kelas XII-9 SMAN 15 Kota 

Bekasi tahun ajaran 2025/2026. Teknik pengumpulan data berupa tes, angket, dan 

observasi. Nilai rata-rata pretest sebesar 76,57, sedangkan nilai rata-rata posttest 

sebesar 58,30. Hasil uji-t menunjukkan bahwa terdapat perbedaan yang signifikan 

antara pretest dan posttest, namun perbedaan tersebut menunjukkan banyaknya 

siswa yang mengalami penurunan skor berdasarkan hasil uji N-Gain. Demikian, 

metode Card sort tidak efektif meningkatkan keterampilan membaca pemahaman 

literal siswa. 

 

Kata kunci : metode Card sort, membaca pemahaman literal, bahasa Jepang 
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ABSTRACT 

 

Silvia Meilani, 2025. The Effectiveness of the Card Sort Method in Improving the 

Reading Skills of Grade XII Students at SMAN 15 Kota Bekasi. Thesis. Japanese 

Language Education Program. Faculty of Language and Arts. Jakarta State of 

University.  

 

The literal reading comprehension skills of Japanese, which include mastery of 

reading Japanese characters, vocabulary, and sentence patterns among 12th-grade 

students at SMAN 15 Kota Bekasi, are still relatively low, necessitating an 

innovative and collaborative teaching method. This study aims to determine the 

effectiveness of the Card Sort method in improving students' literal reading skills 

and to assess students' responses to its implementation. The research employs a pre-

experimental design with a one-group pretest-posttest design. The sample of the 

study consists of 35 students from class XII-9 at SMAN 15 Kota Bekasi for the 

2025/2026 academic year. Data collection techniques include tests, questionnaires, 

and observations. The average pretest score was 76,57, while the average posttest 

score was 58.30. The t-test results show a significant difference between the pretest 

and posttest, but this difference reveals a decrease in scores for many students based 

on the N-Gain test results. Therefore, the Card sort method is not effective in 

improving students' literal reading comprehension skills. 

Keywords : Card sort Method, Literal Reading Comprehension, Japanese 

Language 
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ブカシ第 15国立高校３年生の読解力向上における 

カードソート法の有効性 

ジャカルタ国立大学 

Silvia Meilani 

silviameilani95@gmail.com  

概要 

A. 背景 

読解力は日本語学習において重要な要素であり，特に文字通りの意味

を理解する能力は，生徒がテキストに書かれている内容を正確に把握する

ことを必要とする。読解は，記録，解読，意味理解という三つの基本的な

技能を含む活動である。記録とは読者が著者の書いた内容を受け取り整理

する過程，解読とは文字コードを読み取り理解する過程，意味理解とは文

章内容を理解する過程を指す（Riyanti, 2021）。 

また，読解力は高校における「Kurikulum Merdeka」に基づく日本語

学習の達成目標の一つとして位置付けられており，生徒は、テキストを理

解し、簡単な日本語で一つのテキストを別のテキストと関連付けることが

できることが期待されています。さらに、JF スタンダード A2 および独立

カリキュラムの目標に基づき、3 年生は広告や私信などの簡潔な機能的テ

キストに対する読解力（読解）を身につけることが期待される。つまり，

その基盤となる能力として，リテラル読解力の習得が重要である。 

リテラル読解とは，文章中に明示されている意味を理解しながら読む

ことであり（Dalman, 2013），テキスト内の語句や文の意味理解に重点

が置かれる。すなわち，読者は文章に明確に示されている事実，データ，

物語の詳細，登場人物，場所，時間などの情報をそのまま理解することを

目的としている。 

しかし、理想的な文字読解力の達成目標は、実際の現場の状況とは依

然として正反対である。このことは、2025 年 4 月 29 日から 5 月 9 日にか

けて、当時まだ 11 年生だったベカシ市第 15 公立高校 12 年生を対象に実

mailto:silviameilani95@gmail.com
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施した事前調査の結果によって裏付けられている。回答した 160 名の生徒

のうち、106 名（66.3%）が日本語、特に日本語の文字で書かれた文章を

読むことに依然として困難を感じていることが明らかになった。同様に、

日本語読解を支える要素である語彙や文型構造の理解においても、84 名

（52.5%）が困難を感じている。興味深いことに、148 名（92.5%）は教

材の多様性を評価し、授業で常に日本語テキストの読解練習を行っている

と回答した。さらに、アンケート結果からは 108 名（67.5%）の生徒がグ

ループでの日本語学習を好むことが明らかになった。この議論の可能性は、

協働学習法を通じてこうした困難を克服する手段となり得る。協働学習法

の一つとしてカードソート法が挙げられる。 

さらに，2025 年 9 月 17 日に実施した 3 年生日本語教師へのインタビ

ューでは，多くの生徒が依然としてひらがな読解に困難を抱えていること

が明らかになり，その要因として 2 年次における習熟不足が指摘された。 

これらの結果から，生徒のひらがな習得は十分に向上していないこと

が分かり，能動的かつ協働的な学習方法の導入が必要であると考えられ

る。その一つとして，カードソート法が有効な学習技法であり，カードを

分類・整理する活動を通して学習者の協働学習を促進する方法である

（Fitriani, 2020）。カードソート法の特徴は、日本語学習、特に読むこと

の学習における生徒の傾向と一致している。この学習法は、同級生やグル

ープでのディスカッションを必要とします。このディスカッションのプロ

セスを通じて、生徒は意見を交換し、共に学習内容を理解することができ

る。 

本研究では，ブカシ第 15 国立高校 3 年生を対象に，日本語の読解力

向上におけるカードソート法の有効性を検討することを目的とした。 

B. 問題提供 

1. ブカシ第 15 国立高校 3 年生の読解力は、カードソート法を導入

する前にどのような状態であったのか。 

2. ブカシ第 15 国立高校 3 年生の読解力は、カードソート法を導入

した後にどのような状態であったのか。 
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3. ブカシ第 15 国立高校 3 年生の読解力向上におけるカードソート

法の効果はどの程度のか。 

4. ブカシ第 15 国立高校 3 年生は、読解力向上におけるカードソー

ト法についてどのように評価しているのか。 

 

C. 研究の結果 

1. 35 名の生徒が参加した Pretest の平均点は 76,57、標準偏差は

26,947、最低点は 10 点、最高点は 100 点であった。Pretest の平

均値は、生徒の初期読解力が中程度のカテゴリーに属することを

示している。広範囲な得点分布（10～100）と高い標準偏差

（26,947）は、生徒の初期スキルが非常に多様であることを示し

ており、これは最低得点者と最高得点者の間で大きなスキル差が

存在するためである。 

2. 33 名の生徒が参加した Posttest の平均点は 58.3、標準偏差は

27.51、最低点は 10、最高点は 100 であった。Posttest の平均値か

ら、生徒の最終的なスキルレベルが低レベルに分類されることが

示唆される。標準偏差が 27.51 と高く、得点範囲が 10～100 と広

いことから、カードソート法を導入したにもかかわらず、生徒の

読解力には依然としてばらつきがあることが示されている。 

3. t 検定の結果に基づき、プレテストとポストテストの間で有意な

得点差が認められた。しかし、この差は向上を示すものではな

く、カードソート法導入後の生徒の読解力低下を示している。こ

の低下は、現場での実施が事前に定められた学習計画通りに完全

に実行されなかったためと考えられ、その結果、カードソート法

の効果が最大限発揮されなかったことが推測される。 

4. 次は、アンケートの調査がある： 

a. 75.8％の生徒は、カードソート法を使用することで学習した内

容を簡単に理解できることに非常に賛成していたことだ。 

b. 81.8％の生徒は、カードソート法を使用することで、授業がよ

り熱心で積極的になることに非常に賛成していたことだ。 

c. 81.3％の生徒は、カードソート法を使用することで、生徒がよ

り積極的になり、授業中に意見を述べることに対してより勇気

を持つようになることに非常に賛成していたことだ。 
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d. 81.1％の生徒は、カードソート法を使用することで、友達との

チームワークや親密さが向上することに非常に賛成していたこ

とだ。 

e. 47.7％の生徒は、カードソート法の授業が教師から与えられた

課題を完了するのにかなりの時間を要するという点について賛

成していたことだ。 

f. 44.7％の生徒は、カードソート法を使用することで教室が通常

より騒がしくなるという点について賛成していないことだ。 

g. 57.6％の生徒は、カードソート法を使用することで、生徒が他

の事に気を取られやすくなることに賛成していたことだ。 

D. 結論 

研究の結果に基づいて、次のように結論付けることができる。 

生徒の読解力は pretest と posttest の平均点から見ると向上してお

らず、むしろ多くの生徒の点数が低下していることが示された。ま

た、アンケート結果によると、カードソート法は生徒が教材を理解し

やすくし、グループメンバーとの親密さやチームワークを高め、学習

意欲を向上させることが示された。さらに、生徒はカードソート法が

教室を騒がしくし、課題に取り組むのに十分な時間がかかることには

賛成していない。しかし、生徒は他のことに気を取られやすくなって

いる。ポストテストのスコアが低下したのは、授業が事前に定められ

たルール通りにうまく進行しなかったためだと考えられた。 

 

 

 

 

 

 


